























トロールできない一方性の高い聴解を困難に感 じる学習者 もいるであろう。 しか し、ニュース
聴解には定型がありそのパターンを知 っているかどうかで理解に大きな差がでるという。必要
な言語知識と認知能力を分析 した金庭 (2011)は、ニュースの談話構造は基本的に「 リー ド文
+背景+詳細十展望・ 付加」であることを明 らかにし、 日本語学習者に指導すべき点のひとつ
として日本語母語話者が定型句 として捕 らえている連語表現を挙げてい・る。ニュース番組を利
用 した聴解授業の実践報告には、市川 (1990)や遠藤 (1988)などがある。報道番組のビデオ
を使用 して社会人を対象に授業を行った市川 (1990)は「推測能力の向上」「様々なスピーチ・
レベルや話 し方のスタイルに慣れる」「 日本的なコミュニケーションス トラテジーに慣れる」
「 日本事情の知識獲得」「学習者の聴解 クラスに対するモティベーションの向上」 という効果が
認められたと報告 している。また、営作 (1988)は、聴解練習において重要と思われる観点を
(1)学生に聞かせる内容の自然性 (2)聞かせる内容の長さと目的 (3)聞かせる内容と練習
の目的関係 (4)練習内の発話タイプ (5)練習を行なう方法の 5つに分類 し、聴解の心理プ
ロセスを踏まえたニュースの授業方法を提示 している。
筆者は2011年度春学期に担当した上級聴解の授業を「ニュース聴解」 という題 目で行 った。
計15回の授業のうち、前半の6回は『ニュースの日本語 聴解50』(スリーエーネットワーク)
を使用 して、ニュースの構造に慣れニュースで多用される表現を学ぶことに重点を置き、後半









































。平泉 中尊寺など世界遺産に登録 (NHKニュースおはよう日本 2011年6月26日)
・新しい大阪駅の想定外の課題  (ニューステラス関西 2011年6月3日)


























































































































ニュースの概要 → 会見 (家族の意見を代弁) → 改正臓器移植法の説明



























































































































営作靖彦 (1988)「聴解能力の方法と教材―聴解のプロセスを考慮 した練習一」『 日本語教育』64号 日本語教
育学会
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